
「雪氷対策訓練」を実施します。

雪氷対策が必要な時期が近づいてきたため、以下のとおり「雪氷対策訓
練」を実施します。訓練では、大雪時に走行不能となった車両が路上に放
置されることで通行障害となる場合を想定し、速やかな道路交通の確保を
目的とした「放置車両の移動訓練」や、急な積雪や路面凍結に対し迅速な
対応ができるよう、雪氷対策車両の点検・始動・操作訓練等を行います。

【資料－１参照】

記

１.開催日時：令和４年11月29日(火) ９：３０～１７：００
※小雨決行（大雨・雪等悪天候の場合は中止）
※12：00～13：00は休憩

午後の部は参加人数により終了時刻は早まる可能性があります。

２.開催場所：四万十川防災ステーション

（高知県四万十市不破２０５８−２０ ）【資料－２参照】

３.参 加 者 ：中村河川国道事務所、道路維持工事受注者 約４０人

４.内 容：午前：放置車両の移動訓練、乗員保護訓練、雪氷対策車両の
点検・始動

午後：雪氷対策車両の操作訓練

５.そ の 他 ：当日取材可能
（駐車場は開催場所の四万十川防災ステーションでご案内します）

※当日は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、消毒や十分な距離の確保等の必要な

策を講じます。
※当日取材される方におかれましてもマスクの着用等基本的な感染対策をお願いします。

大雪時に大規模な立ち往生車両を防止するために、高速道路と並行する
国道について、計画的に同時通行止めを行う可能性があります。

【資料－３参照】

問い合わせ先

国土交通省 四国地方整備局 中村河川国道事務所

ＴＥＬ ０８８０－３４－７３１９（直通）
くさなぎ かずお

事業対策官 草薙 万男 [内線２０８]
か わ だ かずのり

○道路管理課長 川田 和徳 [内線４３１]

○：主な問い合わせ先

本施策は、四国圏広域地方計画の広域プロジェクト
【No.1南海トラフ地震を始めとする大規模自然災害等への「支国」防災力向上プロジェクト】の取り組みに該当します。

し ま ん と ふ ば

～冬期における国道の安全確保に向けて～

令和４年１１月２２日
中村河川国道事務所



国道56号における冬期規制等の状況

■冬期規制等の状況

資料－１

宿毛市～四万十市 ※時間は合計を記載

（0回） －

チェーン必要情報発出
（回数）時間

（0回） －

（1回） 63時間30分

年度

R2

R1

H30

H29

R3 （0回） －

（0回） －

（0回） －

チェーン規制
（回数）時間

通行止

【中村宿毛道路】

（回数）時間

（1回） 10時間00分

スタック車両台数

0台

0台

0台

0台

0台

（0回） －

（0回） －

（0回） －

（0回） －

（0回） －

黒潮町～四万十町 ※時間は合計を記載

R3 （0回） － （0回） －

R2 （0回） － （0回） －

年度
（回数）時間

チェーン規制
（回数）時間

通行止

【 現 道 】

R1 （0回） － （0回） －

スタック車両台数

0台

0台

0台H30 （0回） －

（0回） －

通行止

【片坂バイパス】

（回数）時間

0台（0回） －

（0回） －

（0回） －

0台

（回数）時間

（0回） －

（0回） －

（0回） －

（0回） －

（0回） －

チェーン必要情報発出

（0回） －

（0回） －

（3回） 90時間20分

（3回） 91時間15分

（0回） －

H29

放置車両移動訓練状況（R3.11）中村宿毛道路の除雪状況（R3.12）



四万十川防災ステーション位置図
資料－２

四万十川防災ステーション

凡例

会 場

駐車場

駐車禁止

この地図は、国土地理院の地理院地図に追記して掲載したものである。
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高速道路と国道が同時通行止めとなる可能性があります。

○大雪時に大規模な立ち往生車両の発生を防止するために、高速道路と平行する国道について、計画的に同時通行
止めを行う可能性があります。

○大雪時は外出をお控えいただき、やむを得ず車で移動する際は、冬用タイヤの装着やチェーンの携行をしていただく
とともに、最新の道路・気象情報のご確認をお願いします。

予防的通行規制区間とは

チェーン規制区間とは

国が管理する道路において、大雪時に急な上り坂で大型車が立ち往生しやすい場所等を選定し、集
中的・効率的に優先して除雪を行う区間をいいます。

大雪特別警報等が発表され、冬用タイヤでの走行が困難な路面状況になった場合に、従来であれば
通行止めとなる状況において、タイヤチェーン装着車の走行を可能とする区間をいいます。

資料－3




